






























































































































































































































実習が行われたことが推察される。(図3 — 1, 3-2)実 
習に入る前に,今回の実習が、I司じ短期大学で專!3リ教 
育を学ぶ乍生の職窠太践教育であることを十分に説明 
していたため,非常に協力的な雰囲気で,実習に跑む 
ことができた〇
今回の食事指薄が,今後の&生活改弃に没立つかと 
いう設問に対しては、両者とも役立つと答えたものが 
多ぐ 特に児敵教育学科の学生に、人変役立っと思う 
と答えたものが多く (61.9%),今回のインターン実習 
が児萌教疗の学生の食生活改俸に役立ったことが分か 
った.(04-1.4-2)
今回の実習の取り組みの有効性については,両学科 
とも有効であると答えたものが多く,栄夾t:コースの 
学生｛こおいては、今後の栄養指導に役立つと答えたも 
のが多く (85%),職數戈践教育の一応の成果はあった, 
(M5-L5-2)また、学科を超えた交流授業は、他職 
補の理解にもつながり、学生の学習意欲向上への刺激 
になるのではないかと推察され
6.結論
栄餐七族成级程における、インターン実習は、学外 
実習においては,免許必修科Rとして、給食管理校外 
其習として1週間の実習が義務付けられており(管理栄 
炎I「掩成過稅は4週問)、ダ笼後の_先である事業所 
や福祉施設で,インターンシップ実習は実施されてい 
る。しかし、大変短い期問での6S地英習では,栄英:1: 
の給食管裡業務を垠問見るだけで終わってしまい、栄 
義上本來の踅務である栄赛指導業務までは実習できて 
いないのが現状である。他のコ•メディカル岑P1｝職英 
成機関でのインターン灾谔期閒は,沿譏師が1035時問 
以』•.の酶地実習,锯剤師は10週問程度の紘地:M矜が義 
樹,i■けられている。将來,NST (栄赛サポートチーム) 
の-、Rとして栄筅指導業栲に携わるには、栄麥成 
課程修了の学生は、3年問の栄荚指缚業務の実務経験 
を経て、管理采«ヒ国家が激合格後、管理栄裹kを取 
得する必要がある。学生時代より.上极S格である管 
理栄赛七を&指す動機付けの怠味や、福祉施設や餐業 
所給食、保育所や幼稚阑での栄#指薄定務を円滑に行 
うためにも、关成猓_間中の栄炎指導其践教荇であ 
るインターン実習が,非常に意義のあることが,今回 
の調査で分かった
また,栄餐！:类栲が、人々を健诙の維持増進のため 
のSましい食行動の変容へと導く職傍を果たすために 
は、教育期間中から專門職としての“やりがい感”を 
習得することは、専門職としての使命を実感する有意 
義な体験となる。今阿の学科問を越えた職業实践教行 
の取り組みは,他の栄餐i:騫成施設では、まだ行われ 
ていない新しい試みであるので,今後,さらに実習内 
容や方itを検討•改良して職宠夬践教育の取り組みを 
統けていきたい。
今回は、将来、たちの食育指導担当者となる児 
黾教育学科の学生に,この実習が,食育の重要性を認 
識する機会となることも冃的のひとつであったが,ま 
ずは、ft分自身の食生活を改寿することが、子供たち 
の健令な食育指薄にっながる第-歩ではないかと考え 
6.そこで,現屯 本学の栄囊士コースで既に実施し 
ている学外食疗指導実習を、やはり学科間を超えた交 
流授窠の取り組みに発展させ、将來、同じ職域で仕餐 
をする栄養七と幼稚阑教論•保育士が,其々の專門的 
立場からチームワークを組んで食育指導ができる人材 
育成教育へとっなげていきたいと考えているa
尚,教育学科の学生の栄荚尜枳取状況にっいて 
は,別の檄会に報嵌したい。
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先生が取り組んでこられた職業実践教育としての学内 
インターン実習に関して、偶然にも以前先生ご自身から 
少しお話を伺ったことがありました。先生の前向きな、 
栄を0指す学生達への熱い思いが伝わってきたこ 
とと、に対する私自身の思いとから,その時人変興 
味を持ってお聞きしたように覚えております。
現塒での栄奏指導は、確かな知識と面接飜にK打ち 
された、おそらく人と人との出会いが1要な場なのでし 
ようか,そこで保育者となる児截の学生が対象者となっ 
て、Aらの食生活を見直し、いずれ子供や保護者に“食 
べる”葸味を伝えていくこと。また学科を超えた交流授 
货の敗り組み。現場でチームを組むことの大切さなど, 
綸文の中から何屬にもわたってテーマが提示され、剌激 
を頂いたように思います。
,アな進みながら,•報告会での旯体的なや 
り取りや食事内容(写真taてみたいです)など個々の 
寧例が知りたいという思いが強くなりました〇それは、 
別の機会に報告されるとのこと、読ませて頂くのがとて 
も楽しみになっています。ありがとうございました。
«担当：番匠明美)
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